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 使
 用
 目
 的

・ 扉の取っ手を指先でつかみ扉を開く
ことができる

・ 手指の使い方の経験を広げることが
できる

区
分

１　健康の保持
２　心理的安定
③　環境の把握
④　身体の動き
５　コミュニケーション
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真
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図
・
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指
導
へ
の
活
用
の
仕
方

 写真が好きな生徒の興味を取っかかりにして作った。H１４年度の取組。
 　　　○…良くなった点／●…さらに取り組みが必要な点

８・９月 10・11・12 月

教具

と

手立

て

中に写真があることを意識しやすい

ように , 扉は半透明のものにした。扉

を開くと友だちや教師の写真を見るこ

とができる , 手を離すと扉は閉まるよ

うにした。

取っ手を小さなものに変える。

安定性をもたらす補助具を用意する。

変容 ○ 初めから取っ手をつかんで扉を開

くことができた。

○ 扉 自 体 を つ かん で開 くこ とも あ

る。

●  強い力で開くため , 教具が安定し

なかった。

○  小さな取っ手をつまんで開くことがで

きた。

●  補助具が安定せず , 力いっぱい腕を動

かしてしまう。

○被服室の茶タンスの取っ手をつまんだ

り ,電気のスイッチに人差し指で触れた

りした。

評価

と

反省

意図する活動と異なるが , 好きな活

動も認め , 焦らずに取り組む。

手指の動きに集中できるよう , 教具

に安定性が必要である。

手指の活動に集中できる教具の提示の

仕方を工夫することで , 手指の活動に集中

して取り組むことができるよう配慮でき

た。また , 手指の動きにより集中できるた

めに , 教具に安定性が必要である。

日常生活にも有効な手立てとすること

ができた。

 内藤  １５年８月２６日 内藤


